
段階的検索と擬似適合性フィードバックを用いた
講演音声ドキュメント検索

南條 浩輝2,a) 西尾 友宏1,b) 吉見 毅彦2,c)

概要：講演や講義などの長い音声ドキュメントの検索のための擬似適合性フィードバック（PRF: Pseudo
Relevance Feedback）について述べる．講演音声ドキュメント検索における PRFでは，講演の一部を検索
対象とした検索（講演パッセージ検索）で初期検索を行い，得られた結果から関連語抽出を行い講演音声
を検索対象とした検索をする PRF手法が効果的であるものの，その効果は十分でない．これに対して，初
期検索の検索性能の改善を行ってから関連語抽出を行う PRF手法を提案する．さらに，講演音声ドキュ
メント検索の PRFのための関連語抽出方法の提案と種々の PRFによる拡張後クエリと拡張前クエリの併
用の効果についての調査も行う．CSJの講演音声を対象とした講演検索および講演パッセージ検索におい
て，平均的な検索精度（11点平均精度）の向上が確認できた．

キーワード：音声ドキュメント検索，講演音声，擬似適合性フィードバック，クエリ拡張

1. はじめに

音声ドキュメント検索とは，テキストによる書き起こし

がなく，ラベルやタグ情報では十分な検索ができない音声

データを音声認識によってテキスト化して検索するもので

ある [1]．本研究では，ある程度の長さ（およそ 10分以上）

を持つ講演や講義の音声の自動書き起こし（以下，講演音

声ドキュメント）を対象とした擬似適合性フィードバック

（PRF: Pseudo Relevace Feedback）を研究する．

PRFとは初期クエリによる音声ドキュメントの検索結

果の上位を擬似的に適合ドキュメントとみなして関連語を

抽出し，初期クエリに追加することによってクエリ拡張を

行う手法である（図 1）．PRFでは，各ドキュメントが単

一の話題もしくはなるべく少数の話題で構成されているこ

と，および，初期検索の検索性能が低すぎないこと，の 2

点が重要である．

我々は前者の問題に対応する手法をこれまでに提案して

いる．すなわち，講演音声を検索対象とした PRFでは，単

一の話題もしくはなるべく少数の話題で構成されていると
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図 1 PRF の概観

Fig. 1 Overview of PRF

みなすことができる短いパッセージ（講演音声の一部）を検

索対象として初期検索を行い，得られた結果から関連語抽

出することが効果的であることを明らかにしている [2][3]．

この手順は図 2に示されており，我々は PRFL（PRF for

Lectures）とよんでいる．

しかし，PRFLでの初期検索は短いパッセージを対象と

した検索であるために検索精度が低く，クエリと関連しな
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図 2 PRFL の概観

Fig. 2 Overview of PRFL

いドキュメントから関連語抽出が行われる，すなわち PRF

が失敗することがある問題を残している．これに対して，

本論文では，短いパッセージを対象とした初期検索の検索

性能の改善を行い，その結果から関連語を抽出する方法を

提案する．具体的には，広域文書と局所文書の類似度統合

に基づく講演検索手法 [4]を初期検索（講演パッセージ検

索）に適用して初期検索精度を高めて，講演音声ドキュメ

ント検索のための擬似適合性フィードバック（PRFL）を

行う手法を提案する．

また，擬似適合性フィードバックにおける関連語抽出の

精度向上を目的とした，別のアプローチも提案する．具体

的には，関連語抽出において，初期クエリから得られた各

擬似適合ドキュメントに共通する話題をクエリに合致する

話題とみなしてそこから関連語の抽出を試みる方法，すな

わち複数の擬似適合ドキュメントに共通に含まれる語のみ

を関連語として抽出を行う方法も提案する．

最後に，種々の拡張クエリと拡張前クエリを併用する効

果を明らかにする．

2. 講演音声ドキュメント検索

2.1 検索評価に用いるデータ

本研究では，長い音声ドキュメントを対象とした検索実

験を行うために，検索対象の音声データとして日本語話し

言葉コーパス [5]（CSJ：Corpus of Spontaneous Japanese）

の学会講演 987件と模擬講演 1715件の合計 2702件の講演

を用いる．

音声ドキュメント検索タスクとして，講演音声ドキュメ

ントそのものを検索単位とするタスクを講演検索タスク，

講演音声ドキュメントを分割し，これを検索単位（パッ

セージ）とするものを講演パッセージ検索タスクがある．

本研究では講演パッセージ検索の対象として，秋葉らによ

るテストコレクションの検索性能の基本評価 [6]でも利用

されていた 60発話単位，30発話単位，15発話単位，10発

話単位，および 5発話単位を採用する．60発話単位とは単

純に講演の先頭から順に 60発話ごとに区切ったパッセー

ジでありこの各区間が検索対象（パッセージ）となる．30

発話単位と 15発話単位，10発話単位，5発話単位について

も 60発話単位と同様に講演の先頭から順にそれぞれ 30発

話，15発話，10発話，5発話ごとに区切ったものである．

クエリには自然言語文で記述された 125 件のテキスト

（NTCIR-9 SpokenDoc の dry run 用クエリ 39 件および

formal run用クエリ 86件）を用いる．テストコレクショ

ンには，適合情報が付与されており，適合度には適合（R）

と部分適合（P）がある．本研究では適合ラベル（R）が付

与された区間を一部でも含むドキュメントをクエリに対す

る正解として扱った．

2.2 評価尺度

本研究では，検索結果の上位にどれだけ正解ドキュメ

ントが存在するかを評価することができる 11点平均精度

（11-point Average Precision, “11ptAP”と記す）[7]を用

いる．11ptAPは，式（1）に示されるとおり，各検索クエ

リQk に対して 0.0から 1.0まで 0.1刻みでの各再現率レベ

ル xにおける補間精度 IPQk
(x)（式（3））を求め，それら

の平均 11ptAP (Qk)（式（2））を全検索クエリで平均した

ものである．

11ptAP =
1
N

N∑
k=1

11ptAP (Qk) (1)

11ptAP (Qk) =
1
11

10∑
i=0

IPQk
(

i

10
) (2)

IPQk
(x) = max

x≤RQk
(T )

PQk
(T ) (3)

ここで RQk
(T )と PQk

(T )は，それぞれクエリ Qk に対す

る検索結果の上位 T 番目までの検索結果の再現率と精度で

ある．

3. 検索システム

本論文ではベクトル空間モデル [7]に基づくドキュメン

ト検索システムを用いて，擬似適合性フィードバックの効

果を検証する．ベクトル空間モデルは，ドキュメントとク

エリをベクトルで表現し，ベクトル間の類似度により検索

を実現するモデルである．本論文では，ベクトル間の類似

度に SMART[8]を用いる．これはあるクエリ Qとドキュ

メント Di(1 ≤ i ≤ N)の類似度を，Qと Di のそれぞれで

の索引語 tk(1 ≤ k ≤ m)の正規化出現頻度 qtk
および di,tk

を用いて，式（4）で与えるものである．
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SMART(Q,Di) =
m∑

k=1

(qtk
· di,tk

) (4)

ただし，

di,tk
=

⎧⎪⎪⎪⎨
⎪⎪⎪⎩

1 + log(tfi,tk
)

1 + log(avtfi)
(1 - slope) · pivot + slope · utfi

if tfi,tk
> 0

0 otherwise
(5)

qtk
=

⎧⎪⎨
⎪⎩

1 + log(qtftk
)

1 + log(avqtf)
log

N

ntk

if qtftk
> 0

0 otherwise
(6)

ここで，tfi,tk
は Di 中での tk の出現数，avtfi は Di にお

ける単語の出現数の平均を表す．pivotは 1ドキュメント

中の異なり単語数の平均，utfi は Di 中の異なり単語数を

表す．slopeは補間係数（0.2）である．qtftk
は，Q中での

tk の出現数，avqtfは Qに含まれる単語の出現数の平均を

表す．N は検索対象ドキュメント数を表す．ntk
は，tk を

含むドキュメント数を表す．

本研究では，先行研究 [9]に従って，索引語を動詞と名

詞の基本形とする．検索エンジンには汎用連想計算エンジ

ン GETA*1を用いる．

これらに基づいて検索システムを構築し，クエリQが与

えられたとき，全てのドキュメントDi について Qとの類

似度 SMART(Q,Di)を算出して類似度が 0より大きいも

のを高い順に全件出力し，評価を行う．

4. 講演音声ドキュメント検索のための擬似適
合性フィードバック

講演検索タスクや講演パッセージ検索のうちでも比較的

長いパッセージを対象とする検索タスクでは，中程度の検

索精度（11ptAPが 0.3から 0.5程度）が得られることが

わかっている [6][9]．しかし，このような検索タスクでは，

検索で得られる擬似適合ドキュメントは長く複数の話題を

含むため，クエリに強く合致する関連語を抽出することが

難しく PRFが機能しないことを我々は明らかにしており，

講演音声ドキュメント検索のための擬似適合性フィード

バック（PRFL: Pseudo Relevance Feedback for Lectures）

を提案している [2][3]．この手法の概観は図 2に示されて

いる．

4.1 PRFの概要

適合性フィードバックとは，得られた検索結果のうち，

どのドキュメントが検索意図に適合し，どのドキュメント

が適合でないかをユーザが検索システムに入力することに
*1 汎用連想検索エンジン GETA(http://geta.ex.nii.ac.jp)

より，クエリベクトル qを qn に修正するものである [7]

（式（7））．

qn = ωoq + ω1dr − ω2d bfn (7)

このとき， dr と dn はそれぞれ適合ドキュメントの集

合と不適合ドキュメントの集合に含まれる単語の出現頻度

を各要素としたクエリベクトルとしたものである．また，

ω0，ω1，ω2 は 0以上の定数である．

ユーザにより適合ドキュメントであるかどうかの判断を

必要とせず，ユーザとのインタラクションなしに関連語を

抽出し，クエリ拡張を行う手法を擬似適合性フィードバッ

ク（PRF: Pseudo Relevance Feedback）という [10]．PRF

では，はじめにクエリ Qを用いて検索結果を得る．次に

得られた検索結果の上位いくつかを擬似的に適合ドキュ

メント集合とし，これらのドキュメントから関連語を抽出

し，初期クエリに追加することでクエリ拡張を行う．この

とき，不適合ドキュメントは用いない．したがって ω0/ω1

を β とし dr を qa とすれば PRFは以下の式（8）で表さ

れる．

qn = ω0q + ω1dr

≈ ω0

ω1
q + dr

≈ βq + qa (8)

4.2 PRFLの概要と実験条件

PRFL の概観は図 2 に示されているとおりであり，基

本的には PRF（図 1）と同じである．PRFと異なる点は，

PRFL では，初期検索があらかじめ短く分割された講演

パッセージを対象としたパッセージ検索という点のみで

ある．

PRFLに必要なパラメータとして，擬似適合ドキュメン

ト数，関連語数，重みおよび，初期検索（講演パッセージ

検索）のパッセージ単位がある．擬似適合ドキュメント数

は，初期クエリで得られた検索結果の上位何件を擬似的に

適合ドキュメントとみなすかについてのパラメータであ

る．関連語数は，適合ドキュメントから関連語抽出を行う

際に何語抽出するかについてのパラメータである．重みは

式（8）における初期クエリに対する重み β である．

本研究では，初期検索のパッセージ単位に 10発話単位

を用いる．それぞれのドキュメント長の平均は 24秒であ

る*2．擬似適合ドキュメント数，関連語数，重みは交差検

定によって決定する．

関連語の抽出は単語の出現頻度に基づいて行う．具体的

には初期クエリから得られた擬似的な適合ドキュメント集

合をひとつのクエリとみなして，式（6）に基づいて各語の

正規化出現頻度 qtk
を求め，この値が高いものから順に抽

出する．

*2 単純に全講演の長さの合計を各ドキュメント数で割った平均
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4.3 PRFLの効果と問題点

講演検索において PRFLを行った結果について述べる．

具体的には初期検索（10発話単位の講演パッセージのパッ

セージ検索）を行ってクエリを拡張し，2回目の本検索で

講演検索を行った．検索結果を図 3（左端: 講演）に示す．

PRFLにより PRFよりも高い検索精度が得られるものの，

初期クエリを用いたとき（図 3 Baseline）よりも高い検索

精度は得られないことがわかる．

次に講演パッセージ検索を行ったときの結果について述

べる．具体的には，初期検索（10発話単位の講演パッセー

ジのパッセージ検索）を行ってクエリを拡張し，2回目の

本検索で講演パッセージ検索（60発話，30発話，15発話，

10発話，5発話）を行った．PRFと比べて PRFLにより

高いまたは同等の検索精度を得られることがわかる．

講演音声ドキュメント検索での PRFにおいて，初期検

索に講演パッセージ検索（10発話単位）を行うことが効果

的な理由と問題点について考察する．

スライドを利用する講演ではスライド 1枚につき 1つの

話題について話されていると考えられ，著者らの経験上，

スライド 1枚の説明にかかる時間はおおよそ 30秒から 1分

程度であることが多く，10発話単位はこれを擬似的にモデ

ル化していると考えられる．このため，10発話単位のパッ

セージは複数話題を含まず，初期検索結果の上位に正解文

書があれば，そこから適切な関連語を抽出できる．しかし，

10発話単位講演パッセージの検索精度は 0.149 （図 3 の

Baseline，10発話）と低めであり，初期検索結果の上位に

正解文書が存在しない可能性がある．すなわち，PRFLに

おいて目的とするドキュメントとは異なるドキュメントか

ら単語を抽出してクエリ拡張が行われてしまい，検索精度

が低下するという問題が残っている．

5. 講演音声ドキュメント検索のための類似度
統合を用いた擬似適合性フィードバック

前章では，PRFLの効果と問題点について述べた．問題

点として具体的に，初期検索（短いパッセージの検索）精
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図 4 PRFS を用いた音声ドキュメント検索の概観

Fig. 4 Overview of PRFS

度が低いことを述べた．本章では，この問題に対して，広

域文書と局所文書の類似度統合に基づく講演検索手法 [4]

を初期検索（講演パッセージ検索）に適用して初期検索精

度を高めて，講演音声ドキュメント検索のための擬似適合

性フィードバックを行う手法を提案する．これを本論文で

は，講演音声ドキュメント検索のための類似度統合を用い

た擬似適合性フィードバック（PRFS: Pseudo Relevance

Feedback for lecture with Similarity score integration）と

呼ぶ．

この類似度統合によって検索性能を改善する方法自体は

新しくないが，講演音声ドキュメント検索において PRF

と組み合わせてその効果を調査して研究はこれまでにみら

れず，本論文はこの点において新しい．

5.1 PRFSの概要

PRFSの概観を図 4に示す．基本的には PRFと同じで

ある．PRFと異なる点は，PRFSでは，初期検索におい

て，講演検索と講演パッセージ検索のそれぞれを行った上

で，類似度を統合することにより講演パッセージの検索結

果を調整して初期検索結果とする点である．

本研究では，先行研究 [2][3][4]に従って，講演パッセー

ジ検索には 10発話単位，類似度統合には対数線形補間（式

9）をそれぞれ用いる．

SIM(Q,Di,
k+9
k ) = λ log SMART(Q,Di)

+ (1 − λ) log SMART(Q, Di,
k+9
k )(9)

ここで，Qは拡張前クエリ，Diは i番目の講演ドキュメン

トを表し，Di,
k+9
k は i番目の講演の一部（Di の k 番目か

ら k + 9番目の発話=10発話単位のパッセージ）を表す．

4

第８回音声ドキュメント処理ワークショップ講演論文集（２０１４年３月１４日ー１５日）

SDPWS2014-13



λは統合重みを表す．

すなわち，PRFSでは 10発話単位パッセージの検索結果

と初期クエリQの類似度に，そのパッセージを含む講演とク

エリQとの類似度を統合して新たな類似度 SIM(Q, Di,
k+9
k )

を計算し，その統合スコアに基づいて検索結果（10発話単

位）を並べた変えたものを，擬似適合性フィードバックの

ための初期検索結果として用いる．

PRFSには，以下のパラメータがある．

• 類似度の統合重み λ

• 擬似適合ドキュメント数
• 関連語数
• クエリ拡張時に元のクエリベクトルに付加する重み β

このうち統合重みが PRFSで新しく用いられるパラメータ

であり，これ以外は PRFで用いられるパラメータである．

本研究では，初めに，統合重みのパラメータについて

Leave-one-outの交差検定を行い，次に，PRFに必要な各

パラメータについて Leave-one-outの交差検定を行ってそ

れぞれのパラメータを推定し，その結果を用いた．その際，

統合重みは 0.1から 0.9まで 0.1刻みで変化させた．また，

PRFに必要な各パラメータにおいては，擬似適合ドキュメ

ント数は 1件から 5件までの 1件刻み，関連語は 10語か

ら 50語まで 10語刻み，β は 1から 10まで 1刻みで変化

させて実験を行った．

5.2 PRFSの効果

まず，初期クエリおよびPRFによる拡張後クエリ，PRFL

による拡張後クエリそれぞれでの講演検索および種々の長

さのパッセージ検索（60発話単位，30発話単位，15発話

単位，10発話単位，5発話単位）の検索結果について述べ

る．それぞれ 125件のクエリで検索を行って 11点平均精

度を求め，全クエリでの平均値を求めた．検索結果を表 1

（それぞれ Baseline列，PRF列，PRFL列）に示す．講演

検索タスクおよび全ての講演パッセージ検索タスクにおい

て PRFSによって PRFや PRFLよりも検索精度が向上し

ている．特に，講演検索や 60発話単位パッセージの検索

のような，長い講演音声ドキュメント検索において，効果

が見られる．ただし，講演検索タスクでは Baselineよりも

検索精度はまだ低い．

これらの結果は長い音声ドキュメント検索のタスクにお

いて PRFSが有効であることを示している．

6. 関連語抽出アルゴリズムの変更と擬似適合
性フィードバック

これまで，長い音声ドキュメント検索における擬似適合

性フィードバックでは，初期検索の検索ドキュメントが長

い場合に適切な関連語を抽出できないことを示した．その

ために，初期検索では短いパッセージを対象に検索する方

法を提案し，その効果を確認した．

表 1 PRFS の効果（11ptAP の比較）

Table 1 Effects of PRFSL (comparison of 11ptAP)

検索単位 Baseline PRF PRFL PRFS

講演単位 0.531 0.470 0.489 0.514

60 発話単位 0.327 0.305 0.328 0.350

30 発話単位 0.260 0.271 0.270 0.289

15 発話単位 0.187 0.205 0.210 0.226

10 発話単位 0.149 0.175 （0.175） 0.184

5 発話単位 0.104 0.123 0.129 0.144

∗（　　）は通常の PRF と同じ

本章では，擬似適合性フィードバックにおける関連語抽

出の精度向上を目的とした，別のアプローチを考える．具

体的には，複数の擬似適合ドキュメントに共通に含まれる

語のみを関連語として抽出を行う方法を提案する．これ

を，複数の擬似適合ドキュメントに含まれる関連語を用い

た擬似適合性フィードバック（PRFC: Pseudo Relevance

Feedback using Common terms）とよぶことにする．

6.1 PRFCの概要

従来の擬似適合性フィードバックでは，初期クエリから

得られた複数の擬似適合ドキュメント集合をひとつのクエ

リとみなして，式（6）に基づいて関連語の抽出を行う．こ

のため複数の話題から関連語が抽出され，適切にクエリ拡

張が行えない．提案手法は，初期クエリから得られた各擬

似適合ドキュメントがそれぞれクエリに合致する話題とそ

の他の話題を含んでいることに着目し，各ドキュメントに

共通する話題をクエリに合致する話題とみなしてそこから

関連語の抽出を試みるものと言える．

PRFCが PRFと異なる点は，関連語の抽出が初期クエ

リから得られた擬似的な適合ドキュメントそれぞれから，

式（6）に基づいて単語の抽出を行い，抽出された単語群の

中から式（10）に基づいて各単語の正規化出現頻度度 q′tk

を求め，この値の高い順に関連語を抽出する点のみである．

q′tk
=

⎧⎪⎪⎨
⎪⎪⎩

n∑
i=1

qi,tk
if tk ∈

n⋂
i=1

Wi

0 otherwise

(10)

ここで，Wi は上位 i件目の擬似適合ドキュメントに含ま

れる単語の集合，qi,tk
は上位 i件目の擬似適合ドキュメン

トに含まれる単語 tk の正規化出現頻度（式（6））を表す．

6.2 PRFCの効果

PRFCによる拡張後クエリでの講演検索および種々の長

さのパッセージ検索（60発話単位，30発話単位，15発話単

位，10発話単位，5発話単位）の検索結果を評価した．結

果（125件のクエリそれぞれに対する 11点平均精度の平均

値）を表 2（PRFC列）に示す．通常の PRFと比較して，

講演単位，60発話単位，30発話単位ではそれぞれ検索精度
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表 2 PRFC の効果（11ptAP の比較）

Table 2 Effects of PRFC (Comparison of 11ptAP)

検索単位 Baseline PRF PRFC

講演単位 0.531 0.470 0.481

60 発話単位 0.327 0.305 0.335

30 発話単位 0.260 0.271 0.277

15 発話単位 0.187 0.205 0.203

10 発話単位 0.149 0.175 0.166

5 発話単位 0.104 0.123 0.114

が 0.470から 0.481，0.305から 0.335，0.271から 0.277に

向上した．15発話単位，10発話単位，5発話単位ではそれ

ぞれ検索精度が 0.205から 0.203，0.175から 0.166，0.123

から 0.114に低下した．

PRFCは長い講演パッセージ検索において特に有効であ

ることがわかった．この理由として，60発話単位や 30発

話単位のドキュメントはやや長く*3，擬似適合ドキュメン

トにはクエリに関連する語が十分に含まれており，それぞ

れの擬似適合ドキュメントに共通して含まれる語を関連語

として抽出したときにクエリに関連する語のみが適切に抽

出できたと考えられる．15発話単位，10発話単位，5発話

単位では，それぞれの擬似適合ドキュメントに含まれる語

がそもそも少なく，それぞれの擬似適合ドキュメントに共

通して含まれる語を関連語として抽出したときに十分な量

の関連語が抽出できなかったと考えられる．

7. 拡張前クエリと種々のPRFでの拡張後ク
エリの併用

擬似適合性フィードバックによるクエリ拡張では，擬似

適合ドキュメントから関連語を抽出する．クエリによって

はこの擬似適合ドキュメントに真の適合ドキュメントが

含まれず，検索精度の低下の原因となる．実際にこれまで

に，クエリ拡張によって検索精度が向上するクエリはおよ

そ 30%から 70%程度であることを確認している [2][3]．

この問題に対処する方法として，初期クエリ（拡張前ク

エリ）での検索結果と拡張後クエリでの検索結果とを併用

する方法がある [2][3][11][12][13]．これはクエリ拡張による

精度低下を拡張前クエリでの検索結果で補うことを目的と

した手法である．

7.1 併用アルゴリズム

ドキュメント Di と拡張前クエリ Q，通常の PRF

による拡張後クエリ QPRF，PRFC による拡張後ク

エリ QPRFC，PRFL による拡張後クエリ QPRFL，

および PRFS による拡張後クエリ QPRFS 間のそれ

ぞ れ の 類 似 度 SMART(Q,Di)，SAMRT(QPRF ,Di)，

SAMRT(QPRFC , Di)，SAMRT(QPRFL,Di)，
*3 単純に全講演の長さの合計をドキュメント数で割ると，それぞれ

1 ドキュメントあたり約 131 秒と約 68 秒

表 3 拡張前クエリと複数の拡張後クエリの併用の効果

Table 3 Effect of combination of original and expanded queries

Baseline+PRF+PRFC

検索単位 Baseline +PRFL+PRFS

講演単位 0.531 0.551

60 発話単位 0.327 0.371

30 発話単位 0.260 0.303

15 発話単位 0.187 0.231

10 発話単位 0.149 0.177

5 発話単位 0.104 0.147

太字は Baseline および各 PRF のみの時よりも高い値

SAMRT(QPRFS ,Di)，を組み合わせて検索を行う．

類似度の統合方法には線形対数補間を用いる．具体的

には式（11）に基づいて類似度を統合し統合後の類似度

SIM(Q, Di)を得る．λ1，λ2，λ3，λ4 はそれぞれ統合重み

を表す．

SIM(Q,Di) = (1 − λ1 − λ2 − λ3 − λ4) log SMART(Q,Di)

+ λ1 log SMART(QPRF ,Di)

+ λ2 log SMART(QPRFC , Di)

+ λ3 log SMART(QPRFL, Di)

+ λ4 log SMART(QPRFS , Di) (11)

こうして統合された類似度 SIM(Q,Di)，を用いてドキュ

メント Di を類似度の降順に並べ替え最終的な検索結果と

する．

7.2 併用の効果

統合重み（式（11）の λ1，λ2，λ3，λ4）を 0から 1（た

だし 0.1 � λ1 + λ2 + λ3 + λ4 � 0.9）まで 0.1刻みで変化

させ，125件のクエリを用いて Leave-one-outの交差検定

を行った．

拡張前クエリと複数の拡張後クエリの併用の結果を表 3

に示す．拡張前クエリと複数の拡張後クエリの併用によっ

て検索精度が向上した．特に，講演検索や比較的長い講演

パッセージ検索（60発話単位，30発話単位）では，拡張前

クエリと PRF，PRFC，PRFL，PRFSでの拡張後クエリ

との併用が効果的であることがわかった．検索対象が短い

パッセージ（10発話や 5発話）のときに統合の効果が小さ

かったのは，10発話単位の検索では PRFと PRFLが同じ

ものであり多様性が減ったことおよび，PRFCが短い講演

パッセージ検索ではあまり効果的でないことに起因すると

考えられる．

8. まとめ

CSJの講演を対象とした音声ドキュメント検索において

種々の擬似適合性フィードバック（PRF）の研究を行った．
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これまでに提案している講演ドキュメント検索のための

擬似適合性フィードバック（PRFL），すなわち，初期検索

を短いパッセージを対象として行って関連語抽出を行って

PRFを行う方法，の初期検索精度が低いという問題点を

明らかにし，この問題に対応した．具体的には，広域文書

と局所文書の類似度統合に基づく講演検索手法を初期検索

（講演パッセージ検索）に適用して初期検索精度を高めて，

擬似適合性フィードバックを行う手法（PRFS）を提案し

た．さらに，講演音声ドキュメント検索の PRFのための

関連語抽出方法（PRFC）の提案と，種々の PRFによる拡

張後クエリと拡張前クエリの併用を行った．

CSJ の講演音声を対象とした講演検索および講演パッ

セージ検索において，平均的な検索精度（11点平均精度）

の向上が確認できた．
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